
令和７年度【水産林務部】
総合評価落札方式のガイドライン運用の改正概要（1/2）

農政部

１ 簡易な施工計画

① 技術的所見の文字数の規定の補足（様式1,2,3）

○技術的所見の具体的内容の記載について文末に使用文字数を追記（様式１、２、３）
・「北海道における総合評価落札方式のガイドライン」の改正に基づく運用の改正。

様式－ 1 

①・・・・・

○○○文字

①・・・・・

○○○文字

※　本表は、落札者決定基準の別表として添付し、 ※評価

　　入札参加者へ提示する。 ○：加点評価する

―：加点評価しない

×：実施不可

注1　A4用紙１枚以内にまとめるものとし、１つの所見につき400字程度 以内（文末に使用文字数を記載）

　　で簡潔に記載すること。

　2　ワープロソフト使用の場合、フォントサイズは、11ポイントを基本とする。

　3　所見でNETIS掲載の新技術・新工法がある場合は、NETIS番号を明記すること。

　　 また、NETIS掲載の新技術については、資料の添付は不要とし、NETIS掲載以外（掲載終了した旧NE

簡易な施工計画【工程管理に係る技術的所見】

工　　　事　 　　名：

会 社 （企業体） 名：

事　　　　項 所見の具体的内容 評　価

（記入例）

異常気象等の や緊急時の
対応において、工程遅延
防止のための、あらかじ
め対処しておくべき技術
的な工夫

○

（記入例）

工程等の制約条件がある
場合において、所定の工
期内に完成させるため
に、主たる工種において
作業をの効率化を図る技
術的な工夫

○

工事の特性等に応じて、以下のア～エから２事項を選択する
ア 異常気象等の緊急時の対応において、工程遅延防止
イ 工期等の制約条件下で、主たる工種における作業の

効率化
ウ 周辺環境等の制約条件下での工程遅延防止に係る作

業の円滑化等
エ その他（個別の工事毎に、具体的に設定）
※ア～エは、表Ｄ評価表と連動

入札参加者が
左記の事項について、工程管理をより適正に行うための技術的
な工夫について、具体的に、かつ簡素に記述する。

※１つの事項につき１つの所見とし、400字程度以内（文末に使

用文字数を記載）で簡潔に記述すること。

NETIS掲載技術の場合、NETIS番号◯◯-◯◯◯◯◯◯-◯を記載する。
※添付資料は不要

工程管理に係る技術的所見でNETIS掲載技術がない場合、２事項×１所見＝２枚ま
で資料を添付できる。



令和７年度【水産林務部】
総合評価落札方式のガイドライン運用の改正概要（2/2）

１ 簡易な施工計画

② 技術的所見の「入札参加者の独自設定」の様式追加（様式3-1）

○施工上の対処すべき技術的所見について記載例を追加
「北海道における総合評価落札方式のガイドライン」の改正に基づく運用の改正。

様式－ 3 -1

○○○文字

○○○文字

※　本表は、落札者決定基準の別表として添付し、 ※評価

　　入札参加者へ提示する。 ○：加点評価する

○

入札参加者による独自設
定（記入例）

「・・・に関する技術的
な工夫」

※設定した事項を記載

－

簡易な施工計画【施工上の対処すべき技術的所見】【記載例】

工　　　事　 　　名：

会 社 （企業体） 名：

事　　　　項 所見の具体的内容 評　価

入札参加者が
左記の事項について、仕様書等に規定されている対応方法に
加えて、より安全で、より効果的となるような技術的な工夫
について、具体的に、かつ簡素に記述する。

※１ 各自「事項」を設定（記載）したうえで、「所見の具

体的内容」を記載すること。

※２ 施工上の対処すべき所見とし、他の所見や提案内容と

重複している場合には該当する事項を評価しない。

※３ １つの事項につき、１つの所見とし、400字程度（文

末に使用文字数を記載）で簡潔に記述すること。

なお、２つ以上の所見と判断された場合には、該当する

事項を評価しない。

入札参加者による独自設定の記載方法

２ 地域の守り手確保【地域での選択項目】

① 労働安全衛生活動の評価対象の項目の変更

○ 労働安全衛生マネジメントシステム「OHASAS18001」が廃止され、「ISO45001」へ移行し
たことに伴う名称の変更。

【評価対象】
・評価対象とする認定制度等は、建設業労働安全衛生マネジメントシステム（コスモス）、労働安全衛生マネジ
メントシステム（ISO45001OHASAS18001）、労働安全コンサルタント等を活用して認定・認証取得に向
けた継続的な学習。


